
創成プロジェクトを
ふたたび履修。
チームリーダーに！

学会で優秀発表賞を受賞

企業インターンシップに参加
卒業後の進路は就職を決意！
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ス
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シ
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ス
ト
に
な
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た
め
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タ
ー
ト
ラ
イ
ン

研
究
開
発
や
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づ
く
り
の
醍
醐
味
を
知
る

　
工
学
部
で
は
分
野
の
枠
組
み
を
超
え

た
横
断
的
教
育
と
実
践
的
教
育
が
充
実

し
た
、総
合
力
の
高
い
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
に
「
一
学
科
六

コ
ー
ス
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。工
学

部
長
の
松
田
浩
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　「
一
学
科
六
コ
ー
ス
制
は
、二
〇
一
一

年
四
月
に
他
の
国
立
大
学
に
先
駆
け
て

導
入
し
ま
し
た
。産
業
構
造
が
急
速
に

変
化
す
る
中
、工
学
の
世
界
で
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

専
門
分
野
の
み
に
特
化
す
る
の
で
は
な

く
、工
学
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
知

識
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。目
指
す
工
学
教
育
は
、産
業
構
造

の
変
革
に
マ
ッ
チ
し
た
柔
軟
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。今
後
さ
ら
に
一
学
科

制
の
充
実
化
を
図
り
つ
つ
、新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
、積
極
的
に
導
入
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
工
学
部
を
卒
業
後
は
、半
数
以
上
の

学
生
が
大
学
院
へ
進
学
。学
部
で
取
り

組
ん
だ
研
究
テ
ー
マ
を
大
学
院
で
深
く

掘
り
下
げ
、そ
の
成
果
を
学
会
な
ど
で

発
表
す
る
。こ
の
よ
う
な
学
部
か
ら
大

学
院
ま
で
の
一
貫
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
履
修
す
る
こ
と
で
、就
職
後
は
企

業
の
即
戦
力
と
な
る
研
究
・
開
発
職
と

し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま
た
、学

部
生
と
大
学
院
生
を
対
象
に
し
た
「
創

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
大
学
院
生
は
総
合

工
学
演
習
と
し
て
単
位
認
定
）、大
学
院

博
士
前
期
課
程
の
全
コ
ー
ス
を
対
象
と

し
た
「
技
術
者
・
研
究
者
実
践
科
目
」
な

ど
、学
年
や
コ
ー
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
連
携

し
て
学
ぶ
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

特
徴
の
一
つ
。大
学
院
で
は
今
年
度
か

ら
、水
産
・
環
境
科
学
総
合
研
究
科
と
の

横
断
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
「
海
洋
未

来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

究室に所属するまで、工学部の授業は座学が中心にな

ります。そんな中、刺激になったカリキュラムが、2年次

と3年次に履修した「創成プロジェクト」。長崎県内の企業から

持ち込まれるさまざまな提案を基に学生が主体となって課題を

解決する、プロジェクトベースの履修科目です。課題整理から

最終的には物を作り上げるところまで、決められた期間内に、

学年やコースを問わず集まった混合チームでプロジェクトを進

めていきます。僕が在籍したチームは、電動モビリティ開発

チームで学生メンバーは初対面の人ばかりでした。3年次には

リーダーを担当したので、スケジュール調整など難しい場面も

ありましたが、座学での学びが実際のものづくりに生かせるこ

とが分かり、授業に臨むモチベーションにもつながりました。

　転機はもう一つ。3年次に参加した企業インターンシップで

す。工学部では1年を4期に分けるクォーター制が導入されてお

学部では4年次から研究室に所属

します。私が進んだのは「高分子材

料研究室」。現在も引き続き大学院で、サト

ウキビやトウモロコシなど植物由来の「生

分解性プラスチック」について研究中で

す。海洋汚染などプラスチックゴミによる

環境問題が世界的に注目される中、環境に

やさしく、強度も強いプラスチックの開発

に興味を持ちました。大学院生にとって転

機となる学会発表は、私にとっても心に残

るものでした。昨年7月に開かれた学会で

「光・熱ハイブリッド架橋剤を用いたポリ乳

酸の接着界面強化」をテーマにポスター発

表を行ったところ、優秀発表賞をいただく

ことができ、日ごろ取り組んでいる分野が

注目されている、期待されていると実感。

ますます研究を頑張ろうと思いました。来

春の大学院修了後は、開発職に携わる予

定です。就職活動の際、企業の担当者の方

に大学院でどのような研究に取り組んでい

るか技術説明を行ったのですが、分かりや

すい説明を心掛けることができたのは、学

会発表の経験が大きかったと思います。

　私は学部のコース選びの段階から「高分

子一筋！」でした。自分のやりたいワクワク

することが見つけられて、よかったと思い

ます。後々悔いを残さないためにも、1年

から3年までの間に履修する専門科目や実

験を通して、将来の研究分野について少し

ずつ方向性を定めておくといいですね。そ

れでも、第1希望の研究室に進めるかどう

かは成績次第。3年次までの成績が判断要

素になるので、1年次からコツコツ勉強を

頑張っておくことが大切です。

り、学部3年の第2クォーター（6～7月）は必修の講義が少なく設

定されています。この時期を活用してインターンシップに参加しま

した。子どもの頃から描いていた、車関係の仕事に就きたいという

夢が、インターンシップを通して現実味を帯び、学部卒業後は進学

ではなく就職しようと決断するきっかけになりました。研究室で

は、車用のターボチャージャーの研究に取り組んでいます。卒業ま

で残り少ない時間を卒業研究に費やしたいと思っています。

大王まやさん　博士前期課程 総合工学専攻 化学・物質工学コース 2年

研究成果を学会で発表
評価を得られたことが大きな転機に

古川さんは2年次、3年次に創成プロジェクトを履
修。規定のモーターとバッテリーを使用すれば何を作
るかは自由という条件の下でプロジェクトに臨みまし
た。写真は、2年の時に「簡単で小さく親しみやすい
乗り物」をテーマに製作した超小型電動モビリティ。

古川涼一さん　工学部工学科 機械工学コース 4年

座学の意義とものづくりの楽しさを再確認する
混合チームで挑戦！

きっかけになりました
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専門分野とあわせて
幅広い分野の科目を学ぶ

研
究
室
に
所
属

1学科一括入試
6コースの中から
学びたいコースを選択

「第7回高分子学会グリーンケミストリー研究会シンポジウム・第21回プ
ラスチックリサイクル化学研究会研究討論会合同発表会」において優秀
発表賞を受賞しました。

2年
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創成プロジェクトを
ふたたび履修。
チームリーダーに！

創成プロジェクトを
ふたたび履修。
チームリーダーに！

車用のターボチャー
ジャーを研究中

いまココ！

学会で優秀発表賞を受賞学会で優秀発表賞を受賞

2年

いまココ！

企業インターンシップに参加
卒業後の進路は就職を決意！
企業インターンシップに参加
卒業後の進路は就職を決意！

1年

3年

現在も引き続き、熱心に研
究に取り組んでいる大王さ
ん。この日は、偏光顕微鏡
を使って球晶成長速度を
計測していました。

Turning
Point

世界レベルの研究に参画。貴重
な経験を通して研究に臨む意
欲が高まっていきます。

企業と共に取り組
む創成プロジェク
トを履修すること
で、視野の拡大と
ものづくりの醍醐
味を実感できます。
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古川涼一さん古川涼一さん古川涼一さん
FURUKAWA Ryoichi

大王まやさん大王まやさん大王まやさん
DAIOU Maya

高分子研究に
向かって一直線
高分子研究に
向かって一直線
高分子研究に
向かって一直線

博士
後期
課程
（3
年）博士

前期
課程
（2
年）

大学院
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ターニング
ポイント

長大生の
特別企画

My Turning Point

長崎大学にはその後の人生を大きく左右するターニングポイントとなる
制度や機会、出会いがたくさんあります。

では実際に、学生の皆さんは学生生活の中でどのような転機を迎え、
そしてステップアップしているのでしょうか。
今回の特集は、各学部を代表して20人の学生に

入学から現在に至るまでの歩みを振り返っていただく特別企画。
ターニングポイントとなった出来事を通して、

長崎大学ならではのカリキュラムの特徴や学生生活の魅力についてお伝えします。
大学案内や各学部パンフレットと併せて読んでいただきたい１冊です。

私の転機はココだ！




